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Lmと蘭鞄鑑
編集責任者　　大　町　山　岳　博　物　館

稽　出　し　た　地　層

石とは固いもの､大地とは動かないものというのか私たちの長いこと経験してきた常識で

す｡ところがこの写真のようにー岩石もとても良く曲ったり折れたりします｡長い地球の

歴史の問にはー私たちが想像もできないような大きな長い時代に渉る変動があって､その

中で大きな力が岩石をこのように押し曲げーまた海の底でできた地層を山を造るような高

さにまで押し上げるのです｡写真は南佐久郡南相木村でみられる第三紀層の雁曲です｡
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･･･････････,･･ヒダ山地の地学教室

日本列島の基盤の岩石をたずねて･･････-････-･･i････

私たちが今明け暮れに仰ぎ見､その美しい国を自分たちの故郷としてどこにいっても､いつまでも誇らしくなつかしく思い出すこ

とができるこの日本アルプスの山々が､どうしてこんなに高く､そして長く続いてそびえているのかと､あなたたちは疑問を持たれた

ことがあるでしょう｡どうやってできたんだろうという疑問を解くために､地質学を趨強する人たちは､一つ一つの石からその石が物

語る長い大きな歴史を読みとるのです｡そして日本アルプスのできた時代や､日本列島のできた数億年の歴史が次第に明らかにされて

きました｡しかし長い歴史のことでもあり､文石の歴史を読みとることは､むずかしいことなので､まだ良く判っていませんが､その

中で私たちの割合近いところにあって､日本で一番古いといわれている岩石をたずねてみましょう｡

日本最古の岩石

日本アルプス北部及びその西

のヒダ山地は最近になって多く

の人に研究され､日本で一番古

い岩石が分布していることが知

られてきました｡その分布は第3

図に示した変成岩頬の地域なの

です｡この変成岩頬は古生代よ

りももっと前の先カンブリア時

代のものではないかと考えられ

ています｡そのことは､窮一に

野外の調査からゴトランド紀麿

より古いものであること､第二
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に大窪の先カンブリア時代の岩　十字石片岩(結晶片岩の一種)表面のゆるくふくれて工

石と良く似ていること､第三に

鋸物の放射生から数億年前のも

いる中に､十字石というめづらしい鉱物ができていま　Ⅲ

す｡この石はたゝくと良くはげる性質をもっています

のと考えられることなどによって謹製つけられています｡

これらの変成岩類には角閃石片麻岩､結晶質石灰岩が非常に多く

文語品片岩類や眼球状片麻岩などがともなおれています｡その中で

も特に宇奈月(うなづき)付近で産する十字石片岩は日本で唯一の

ものでとても珍らしい岩石です｡これらの変成岩頬は北部では南北

下の写真は融合岩(アグ':-i-～ ･=･:-･∴ "`　　∴ )

マタイト)と呼ばれるも喜連;'華や､.
のでこの場合は花崗岩質･

の物質が結晶片岩頴を取'一三

りこみ､消化して造った

岩石です｡このように変

成岩がより高い変成条件

の下で花崗岩質の岩石に

近すくことを花嵐岩化作

用と呼びます｡宇奈月町

東方踊大蔵谷入口崖｡
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-麻状閃緑岩)で､

:　海底に語った砂や
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i ㌦泥も高い温度と圧

力の下で変成され

ると再結晶してこ

のような岩石にな

リ､更にいっそう

花崗岩に近い性質

にもなっていくと

一-青書いわれています｡

性の直立して構曹

造､南部ではド

ーム状や盆状の

構造の組合わさ

った複雑な様子

で分布し､その

中に花開岩類な

どを沢山含んで

います｡
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上の写真は蛤岩(掌深成岩)が､その岩

石よりまえにすでにできていた花高岩類

をとりこんでいるところです｡種々の形

の礫のような状態に取りこまれでいます
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第1図　スカルンのスケッチで熱い花崗岩(御影

石)と石灰岩が接触した晴できる岩石です｡ I花

崗岩の部分､ I大理石の部分､看透輝石帯､血縁

簾石帯､ Ⅴ珪灰石帯､ 11ざくろ石帯､このように

帯状にいろいろの鉱物が配列するのは､花崗岩か

ら石灰岩へと物質が供給されるためです｡

変成岩とは一秋たちは､火山が噴火するときに熱い磨け

たものが回って岩石を作ることを知っています｡文麿をなした

岩石があって､それは川や海に水の力で運ばれ､それが回った

岩であることも知っています｡前のものを火山岩､あとのもの

を堆積岩と呼びます｡岩石にはこの外に変成岩というものがあ

ります｡この岩石は例えは､苦海の虞でできた堆積岩が今のよ

うに山を作るようになったときに受けた運動､即ち造山運動と

切り離せない関係を持っています｡火成岩や堆積岩として一度

出来た岩石が､造山運動という大きな地殻の運動の時に､もう
一斑地下の深い所までもち込まれて､高い温度と圧力でいちい

ろな作用を受けて出来たのか変成岩です｡ですからいちいちな

変成岩は､その岩石が受けた沢山の作用のあとをどこかに残し

ています｡そしてこれらを読みとるとその岩石のできた通すじ

を明らかにすることができるのです｡
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先カンブリア時代

のヒダ地域の地史
化石などのように生物の勘のみられな

い先カンブリア時代の岩石は､非常に古

いのでみんないろいろな変成岩になって

います｡そしてそんな時代の歴史は､変

成岩の上から読みとることのできる造山

運動の睦史としてしかまとめることがで

きないのですoこの造山運動は世界のあ

ちこちの地方で研究されて､ある発露の

過程がある葺かれかって来ました｡ヒダ

の変成岩類もきっとこれと同じような造

山運動の中で作られたものだろうと考え

られます｡そしてこの地域に分布する変

成岩類は､ヒダ変成岩と総称されていま

す｡第二図は宇奈月附通のピタ変成岩類

形成の順序を図式的に示したものです｡

まだ生物も現れない(現れても化石と

して残るほどのものでなかった)とても
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第Ⅲ図　宇奈月付近のヒダ変成岩類ができた順序と図を:示す模式図

古い時代に､日本の一部は中国や朝鮮と一緒に､これらの変成岩類

を作るような大きな造山運動を受けました｡その後､古生代の末か

ら中生代の初めにかけては西南日本が､中生代の終りから第三紀の

初めにかけては北海道が､大きな造山運動の歴史を経験しましたが

それらもみんなこの先カンブリア時代の変成岩類を基盤として､そ

の上で行われた長くて巨大な地殻(ちかく)の歴史の一場面なので

す｡北アルプスの隆々を作る岩石は､中生代の末に出来た花崗岩が

大部分で､その外に火山岩もありますが､その下には写真に示した

ような古いとダ変成岩がかくされているのです｡そしてもっと新ら

しい時代には氷河がその上をおゝったこともありました｡今私達が

潤沢や赤牛岳で見るカールは氷河の残して行った地形です｡

あんなに美しく厳かに､高く大きくそびえている山々の歴史がい

くつかの石ころの物語を読みとることによって判るのです｡いつか

そんな大きな山々の

生い立ちを墓の石こ

ろから自分の耳で聞

くことができたらと

お思いになりません

か./

造山運動とtよ/

字の通り山を遣る運

動ですが､数十万年

から数百万年という

長い年月に渉る大変

動なのです｡いくつ

もの古い山脈の構造

左の写真は黒部川

下廊下の阿宮原( ,

あそはら)にある! +.空

夢高橋｡こんな深い

谷が長い間の地盤

の上昇と､河の侵

蝕との斗尋によっ

て造られるのです

第8図　ヒダ地域の変成岩及び花繭岩類分布図

が明らかにされ､その中から造山運動は3つの段階に分けられるこ

とが知られて来ました｡

○地向斜時代一造山の母体となる浅海に､数万米もの地層がたまっ

て沈降する時期｡

○造山時代-それまで沈降していた所が逆に押上って来て､膨大な

山脈を作り､深部では変成岩や花崗岩を作る時期｡

○解体時代一造山の押上げで不安定になった所などが醗層運動で落

着き､各所に花闇岩類などが-い入する時期｡

このように大きな地球の表面の変動は､古生代から後に三回あっ

たと考えられています｡最も新らしいものはアルプス造山と呼ばれ

アルプス､ヒマラヤ､ロッキー､アンデスなどの現在の世界の大山

脈を造ったもので､中生代末から第三紀初めにできたものです｡
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上の断面図はスイスアルプスでつくられたものです｡造山帯の深部

では変成作用が行われますが､上部ははげしい福曲作用を受けます
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舞詣1

稔畠融
昨年白馬大池研究登山の隙に､大池付近で講師を囲む野外教室の-コマ

32年度事業計画
建設塗備期の五ヶ年､開館以来五ヶ年､そして今､山岳博物館は大

町公園の高台の上に出来上った新館に移転しようとしている｡新館

は綿二階延320坪で､ 130坪の展示室､ 55坪の資料室､ 20坪の小講堂

等の他に宿直室､炊事室､来客宿泊室､倉庫等を備え､周囲に一方

坪の動植物園予定地を持ち､大町市を眼下に見下ろし､後立山連峯

を-聖にできる｡本年度はこの新館の充実作業として､館内塗装､

電話引込み､楕直､炊事室工事､館内畏示､カモシカ含､便所､野

外講堂等の建設､資料室整備などが行おれ､七月一日には開館の運

びとなる他､研究活動､教育活動等も昨年以上に清澄に行なわれる

予定であり､主な計画は次のとおりである｡

1､居谷里諦査の完結　2､北アルプス映画撮影(16ミリ撮影機醗

入)　3､博物館利用実験学校による研究　4､山の科学教室　5

黒部川上流地域水気象調査(山岳雨量観測)　6､月刊普及紙｢山

と博物締｣の発行　7､季刊｢アルペンニュース｣の発行　8､後

援会組織の拡大強化　9､同矩会グループ活動の育成(山の歌声､

山麓の集い､登山研修会､園芸趣味の集い等) 10､北ア自然保護

運動と綜合観光開発への参勤

重動物園だより】　　　キ　　ジ

早朝勇しくケンケンと声高らかぼ島さながら､高い羽音と共に飛

び立つキジは日本特産の瑠鳥で､本州以南の平地から標高1200m位

の雑木林､原野､畑地等に多接し猟烏として輿峠が深い｡早朝採食

し昼間はその附近で砂浴し

睡っていて夕方になるとネ

ゲラに帰る｡ヤマドリより

雷鳥性が強く､比較的狭い

範囲を匪息領域として定住

する｡産卵期は4月から7

月頃までゞ､ 1巣6-12個

抱卵後25日目に駆化する｡

国鳥として最も親しまれて

いる代表的な鳥である｡

(今月の寄贈)フグロウ1体熊谷組藤井溝　ホンシウモモンガ大

町市高見町下川宏次　ニッつウムササビ1体北小谷村乗馬松沢宗洋

タシギ1体大町市木崎鈴木賢　ヤマドリ1体白馬村神城堀の内港溝

政一(敬称略)

おしらせ　本紙の晴議を御希望の方には実費1部10円

でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費( 1部

4円)をいただきます　　　　大町山岳博物舘後援会

の自然科学教室
今　夏　大　町　市　で

今年はじめての試みである｢山の自然科学教室｣の企画はようや

く具体化して薬ました｡これは昨年秋以来本館と東京教育大学野

外研究同好会とによって準備が色めあれて来たものです｡その趣

旨とするところは､学段の夏期休暇を利用して東京都内の中学宅

を北アルプスの特色ある大自然に親しませ､健全な身体と自終愛

好の精神とを貰い､あわせて､都会と地方の教育的交流を計るこ

とにあります｡主催は大町市教育委員会､実施機関に本館と教育

大野外研究同好会が当り､地元教育会､などの後援も予定されて

おります｡本年度は200名の都内中学生が7月26日瑚新宿を発っ

て大町へ入り､信濃木崎夏期大学及び八方山黒菱ヒュッテを根拠

地として五泊六日にわたる野外研究会が持たれる予定です｡なお

地元中学生(本館研究会員)との交歓会も予定されています｡

ワ　カ　ン　ジ　キ

雪の上を歩く時に､足が雪中につもろのを防ぐために考えられ

たもので､冬山登山や冬の山住

専､狩猟等に使用される｡

写真はその民業品の試作品で

大きさは長さ6cm､巾4cmと

いう小さなもので､近く登山者

のみやげ品として発売される｡

i山i i岳i　会　　　大阪女子山岳会

大阪府阿倍野区播磨町

設立は大正13年4月､大阪府立大手前高等女学投の卒業生及び生

徒150余名をもって創立､以後戦時中3ヶ年を中断したのみで活躍

している｡前穂､北星根､剣の八ツ峯の登はんに成功､朝日新聞紙

上で激賞を受けた｡山に行って痛切に感ずることは､指導標の完全

~~ "置重量

設置､山小屋での女姓部屋文は

区切､女姓の写真無断撮影禁止

宿料の低減､各山小屋でのライ
スカレーの連続の廃止等､バッ

ヂはピッケル､ザイル､スキー

ストックを図案化したもので錦

織宗寿氏の作｡

(博物館だより) 3月24日東京教育大学自然科学同好会員

受入協議会　25-26日居合里野鳥24時間観察　28日｢山の歌声｣の

会　4月1日新館工事協議会　3日本年度事業計画審議会　5日植

樹　9日博物館協議会13日｢山の歌声｣の会14日～15日グロサ

ンシヨウウオ写真撮影16-18日東京教育大学自然科学同好会会合

に出席16-17日居谷里野鳥24時間観察

編集後記　▲爺ガ岳の踵まき爺さんも冬眠から覚めた｡保温醤代

の普及した今日､爺さんの活動はちょっと季節はずれにも感せられ

る｡人間社会の変転は目まぐるしいが､自然のペースは少しも狂わ

ない｡ ▲博物館もいよいよ新年度の活動に入った｡山の自然科学教

室は具体化し､後援会､同好会の組織も何とかもりあげて行きたい
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